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Ⅳ 特別区として取り組むべき実行性ある施策について

ここまでの調査研究の内容を踏まえ、特別区として取り組むべき実行性ある
施策について以下に示す。

1.　体制構築と『「旗印」を立てる』
SDGsの専任部署を設置している区については、昨年度から増加したものの

大半の区では未設置のままである。また、専任部署ないし兼任部署を設置して
いる区も昨年度比１区増の８区にとどまっている。まずはSDGsの担当となる
部署の設置、もしくは担当者を配置し、その部署が区のSDGsの窓口であるこ
とを示す必要がある。その際、SDGsは分野横断的、政策統合的な取組が求め
られるため、そういった対応が可能な部署（企画経営部門など）において対応
することが望ましい。昨年度実施した先進事例ヒアリングでは、すべての都市
で担当部署や担当者が明確になっており、今年度実施したSDGs未来都市アン
ケートでも、専任部署ないし兼任部署を設置している自治体が79.7％という結
果となっている。
また、SDGs未来都市を対象としたアンケートでは、選定されたことによっ

て民間からの問い合わせが増えたとある。経団連ヒアリングでは、SDGsに関
する計画設定・発表をしていることを『「旗印」を立てる』と表現し、「旗印」
を立てているような自治体に行政も企業も注目するということであった。つま
り、SDGsに関する体制構築や窓口の明確化に加えて、SDGsに関する計画策
定をする、あるいは各区ないし特別区としてSDGsに取り組む姿勢や特に取り
組むべき地域課題を明確に示し、『「旗印」を立てる』ことが重要である。
そのためには、昨年度報告書にも記載した「各区内部での理解促進」も求め

られる。これは各区がSDGsに取り組むにあたり、SDGsそのものや「なぜ自
治体・特別区が取り組まなければならないのか」という「庁内の理解」を促進
する必要があるというものである。職員を対象とした研修や有志による研究会
などを実施することで、庁内における各職員の理解を深め、その必要性を認識
できる機会を設ける必要がある。
また、昨年度先進事例ヒアリングでは、SDGs達成に向けて首長がリーダー

シップをとって積極的に推進している事例が多く見られ、今年度のSDGs未来
都市を対象としたアンケートでも、SDGs達成に向けた取組の契機が首長の発
案によるトップダウンとする回答が半数以上という結果になっている。各区内
部の理解促進のためには、首長や管理職の理解も非常に重要になる。
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2.　連携やパートナーシップ構築と、そのための「相互理解」
昨年度報告書に記載した通り、企業や市民など民間セクターによるSDGs達
成に向けた取組は自治体にとって重要であり、また、自治体と企業や市民との
連携も必須となっている。
昨年度ヒアリングを行った横浜市や北九州市、真庭市では、それぞれSDGs
達成に向けて企業や市民を巻き込むネットワークの構築を行っており、今年度
実施のSDGs未来都市アンケートでも、半数以上のSDGs未来都市でネットワー
クやプラットフォーム構築を行っていることがわかった。特に横浜市では横浜
における社会課題の解決にむけたワンストップのプラットフォームとして、「ヨ
コハマSDGsデザインセンター」を立ち上げ、多様なステークホルダーが連携
することで、横浜型「大都市モデル」の創出を目指している。
内閣府の「地方創生SDGs官民連携プラットフォーム」をはじめ、国や都道
府県、基礎自治体レベルで官民連携のプラットフォームが構築されている。特
別区においても各区単位、あるいはそれより大きい区域や特別区全体で同様の
体制構築を図り、SDGsに関する多様な主体やステークホルダーとの連携や、
区内外のニーズとシーズのマッチングなどを行う必要性が考えられる。各区や
特別区全体で地域課題を特定し、民間セクターや他自治体との連携等が進むよ
うな仕組みの構築を検討していくことで、SDGsに関する多様な主体との連携
を進めていくことが求められる。
また、連携について、今年度研究会ではテーマ１で他自治体、テーマ２で民
間団体との連携について、具体的な施策を取り上げながら検討を行った。いず
れのテーマでも「相互理解の重要性」について意見があがった。
テーマ１では自区や他自治体にどのような強みや弱みがあるか整理し、さら
にそこからお互いが必要とする資源について議論を深めた。特別区と他自治体
の強み・弱み、それぞれが持つ“資源”についてお互いが理解し、関係を構築
していくことが、双方の社会課題解決の最初の一歩になる。
テーマ２でも既存事例から行政と民間のそれぞれの役割を整理し、行政が提
供できるリソースや民間に期待したい役割について整理した。行政と民間はリ
ソースや役割、目指すべきものや価値観が異なるものであるが、だからこそ補
い合うことで社会課題の解決につながる。
SDGs達成に向けた連携にあたっては、自区や特別区全体と連携相手となり
うる主体それぞれにどのような長所や課題があるかを把握する相互理解が重要
であり、これはSDGsの17番目の目標「パートナーシップで目標を達成しよ
う」にもつながる点である。
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3.　各主体が連携に求めるもの
23区を対象としたSDGsに関するアンケートでは、連携を検討したいテーマ

として温暖化対策や自然災害、エネルギー、環境学習などが挙げられている。
同様にSDGs未来都市を対象としたアンケートでは、連携が考えられる分野と
して環境学習や食・農業、エネルギーなどが挙げられている。また、Ⅰ章でも
引用している経団連アンケートからは、民間企業は経済成長や気候変動に関す
る目標に取り組んでいることがわかった。
実際には各主体によって具体的なニーズ等は異なると考えられるが、今回実

施したアンケートを踏まえると「温暖化対策や自然災害、エネルギー、環境学
習、食、農業」分野のテーマは比較的連携のニーズが高いことがわかった。
実際に連携を検討する際は、上記の通り「相互理解」が重要であり、テーマ

を切り口に相互の長所や課題を整理したうえで、連携を具体的に検討していく
ことが求められる。
なお、今年度の調査では住民やNPO、地縁組織などのSDGsに関する認識や

地元自治体に期待する施策などは把握できなかった。これらの主体も各区が
SDGs達成に向けた取組を行う上で重要な主体であるため、今後何らかの形で
その認識等について調査・把握し、取組についても検討することが求められる。

4.　複数区横断の事業検討や提案
今年度は特別区23区のうち４区の職員が研究会メンバーとして参画し、議

論や企画検討を行った。複数区の職員が集まって検討することで、それぞれの
区の特徴や情報、経験が集約され、多様な視点や切り口から、分野横断・政策
統合的な議論を行うことができた。
今後、各区がSDGs達成に向けた施策検討を進めていくことが予想される。

その際には研究会と同様に、23区あるいは複数の区を横断したプロジェクト
チームを立ち上げ、それらの区がSDGs達成に向けて、特に取り組むべき課題
を特定し、事業検討・提案を実施することができれば、特別区間での連携が進
むとともに、他の主体との連携についても実現性が高まることが期待できる。
約960万人の人々が暮らし、多くの人々が活動する、世界でも有数の大都市地
域を形成している特別区において、複数区が連携しながらSDGsに資する取組
をすすめることは、効果的で効率的であるとともに、様々な課題の解決が地域
のみならず、国や地球規模において、社会的なインパクトを与えることにつな
がると考えられる。
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最後に、本報告書の以上の記述の中で十分ふれられなかったいくつかの論点
について、若干の補足を行っておきたい（なお以下のうち第一、第二の論点は、
昨年度の報告書の本欄で言及した内容と重なっていることをお断りさせていた
だきたい）。

第一は、「幸福（ウェル・ビーイング）」という視点である。SDGsにおいては、
目標の３において「あらゆる年代のすべての人々にとっての健康的な生活の確
保と、ウェル・ビーイングの促進（Ensure healthy lives and promote well-
being for all at all ages ）ということが挙げられている。SDGsは優先課題と
して発展途上国における健康の確保を重視しているので、ここでのウェル・
ビーイングも医療面つまり「健康」という側面が主に念頭に置かれているが、
ウェル・ビーイングとは本来「幸福」とも訳される概念である。そして近年、
たとえばブータンのGNH（Gross National Happiness）に象徴されるように、
経済指標あるいは物質面にとどまらない包括的な「豊かさ」への関心が国内外
で高まり、こうして「持続可能性（サステイナビリティ）」と「幸福（ウェル・
ビーイング）」というテーマが両輪のような形で論じられることも増えてきて
いる。また最近では、多くの企業もウェル・ビーイングに関する話題に関心を
向けるようになっている。

幸い、特別区の中ではたとえば荒川区が平成17（2005）年に「GAH（Gross 
Arakawa Happiness）」という概念を提唱するとともに、荒川区自治総合研究所
というシンクタンクを設けて独自の幸福度指標を策定し、また、その理念に共
鳴した全国の市町村が「幸せリーグ」（住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体
連合）」というネットワークを発足させるなど（現在100弱の市町村が参加）、全
国的な広がりをもった先駆的な取り組みが進んでいる。これは本報告書での重
要なテーマの柱となっている自治体間の連携・交流というテーマともつながる
ものであり、こうした点を含め、「持続可能性（サステイナビリティ）」と「幸福

（ウェル・ビーイング）」を結びつけた展開が今後の新たな課題と言えるだろう。
第二に、「文化」との関わりである。SDGsの目標群は、基本的に「課題」

を中心に列挙されているので、「文化」という、それ自体としてはポジティブ
な性格のテーマについては明示的には論じられておらず、地球上のそれぞれの
国や地域の「文化の多様性（cultural diversity）」の尊重ということがいくつ
かの箇所で言及されるにとどまっている。しかしながら、そもそもなぜ「持続
可能性」ということが重要であることがという点を考えると、あるいは様々な
領域での「持続可能性」を有効な形で実現していくには何が必要かという点を
考えると、そこに「文化」という視点が不可欠のものとして浮上してくる。

おわりに

155

「持続可能な開発のための目標（SDGs）」に関して、特別区として取り組むべき実行性のある施策について

Ⅰ
1.
2.

Ⅱ
1.
2.
3.

Ⅲ
1.
2.

Ⅳ
1.
2.
3.
4.

おわりに

参考資料
1.
2.
3.
4.
5.

155

150-199_ 荒川区 _ 責 2校 荒川区



たとえば、地域コミュニティの持続可能性という点については、「お祭り」
のような地域固有の伝統行事ないし伝統文化や、そこから派生する地域への愛
着といったことが、世代間の継承性という点を含めて、持続可能性ないしコ
ミュニティの基盤にとって本質的な意味をもちうる。また、アジェンダの第59
項で、「“母なる自然（Mother Earth）”という表現は多くの国や地域で見られ
る共通のものである」との指摘がなされているが、これは文化的側面を含めた

「自然観」に関わる内容であり、“鎮守の森”といった表現にも示されるような、
日本における伝統的な自然観をめぐるテーマともつながるものと考えられる。

併せて、上記のようにSDGsでも言及されている「文化の多様性」あるいは
様々な“文化の共生”という視点が重要であり、この点は、グローバル化の中
で特別区に暮らす外国人が着実に増加する中で、現実的な施策の上でも大きな
課題の一つと言えるだろう。

第三に、SDGsへの取組に関する組織レベルの課題がある。昨年度の報告書
でも紹介しているように、SDGsに関してもっとも先駆的な取り組みを行って
きた自治体の一つである横浜市は、「ヨコハマSDGsデザインセンター」という、
SDGsについての独立した組織を設け、「マーケティング」「コーディネート」「イ
ノベーション」「プロモーション」という柱にそくしつつ、民間企業、NPO、
市民等の多様な主体をつなげる幅広い活動を進めている。

これはあくまで一つの事例であり、こうした取り組みに限らない様々な組織
の形態がありうるが、本報告書の冒頭にも記したように、SDGsに対する人々
の関心が着実に高まり、また特にSDGsにおいては多様な主体ないしステーク
ホルダーの連携、あるいは縦割りを越えた異なる政策分野の統合（インテグレ
―ション）ということが強調されていることを踏まえれば、SDGsに関する特
別区の取り組みを横断的に統括し、あるいはコーディネートするような、独立
した組織あるいは部門の創設に関する検討が重要になると考えられる。

以上、今後考慮していくべきいくつかの論点や課題について述べたが、本文
で指摘された点も含め、また特別区における先駆的な取り組みにも注目しなが
ら、SDGsに関して特別区として取り組むべき実行性のある施策のあり方をさ
らに掘り下げ、順次実行に移していくことがこれからの課題である。

「持続可能な開発のための目標（SDGs）」に関して、
特別区として取り組むべき実行性のある施策について

研究リーダー
広井　良典

（京都大学こころの未来研究センター　教授）
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世田谷区政策経営部政策企画課主任 千葉崎　睦

世田谷区政策経営部政策企画課 島　久美子

板橋区産業経済部産業振興課課長補佐 遠藤　剛

板橋区資源循環部環境政策課課長補佐 大波　広仁

板橋区資源環境部環境政策課副係長 室本　晃史

板橋区政策経営部政策企画課主査 鈴木　豪

板橋区政策経営部政策企画課主任 阿瀬見　有貴

葛飾区政策経営部政策企画課主任 松丸　裕

葛飾区環境部環境課環境計画係 馬場　美早紀

コンサルタント

株式会社ダイナックス都市環境研究所
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2.　「特別区におけるSDGs関連施策調査」　調査票

令和 2 年度 特別区長会調査研究機構 特別区における SDGs 関連施策調査票 

１ 区内部の SDGs に関する対応・取組状況について 

（１）SDGsへの対応状況について最も近いものを１つ選び、当てはまる数字に丸をつけてください。
① SDGs への対応・アクション等（例：SDGs に関する計画策定、SDGs を踏まえた施策実施）を行っている
② SDGs への対応・アクション等を実施する予定がある
③ SDGs への対応・アクション等を検討している
④ SDGs への対応・アクション等の予定はない

①～③を選択した場合、具体的な対応・アクションの内容や実施時期をご記入ください。

（２）SDGsに関する組織体制について１つ選び、当てはまる数字に丸をつけてください。
① SDGs に関する全庁的な取りまとめを行なう専任部署を設置している
② ①以外の専任部署を設置している ③ SDGs を担当する兼任部署がある
④ SDGs に関する体制構築を予定している ⑤ SDGs に関する体制はなく、予定もない

①～③を選択した場合・・・部署名や設置時期をご記入ください。
④を選択した場合・・・・・予定している時期や部署名などをご記入ください。

（３）SDGsに関する検討状況について当てはまるものを全て選び、当てはまる数字に丸をつけてください。
① 首長をトップにした会議体にて検討を行っている/予定がある
② 専門家をトップにした会議体にて検討を行っている/予定がある
③ 庁内で①、②以外の会議体にて検討を行っている/予定がある
④ SDGs に関する検討は特に行っていない。
①～③を選択した場合、会議名や実施状況（実施回数等）についてご記入ください。

（４）これまで各種基本計画等において「SDGs」に関する具体的な記載を行ったものはありますか
（コラム等を除く）。

① ある ② ない

①を選択した場合、名称と公表時期（直近３件）を記入してください。
名称 公表時期 

158

150-199_ 荒川区 _ 責校荒川区

158

2 

(５) 令和元年６月以降、区議会において「区の SDGs への対応（区として SDGs にどのように取り組むか）」
に関する具体的な議論、質疑等はありましたか。 

① ある ② ない 
 

①を選択した場合、議論、質疑等があった会議名と日（直近３件）を記入してください。 
会議名 年月日 
  

  

  

  
(６) SDGsに関する課題等について当てはまるものを全て選び、当てはまる数字に丸をつけてください。 

また、そのうち最も重要であると思うものを１つ選び、右欄に数字をご記入ください。 
① SDGs に取り組むにあたっての方針等がない 
② SDGs に取り組むメリットがわからない 
③ SDGs に取り組むために具体的に何をすればよいかわからない 
④ 区内部の SDGs に対する認知度や理解が低い 
⑤ 地域住民や企業等の SDGs に対する認知度や理解が低い 
⑥ SDGs に取り組むための予算や資源（人員含む）が不足している 

 
(７) 内閣府「2020年度 SDGs 未来都市及び自治体 SDGsモデル事業」に関する対応状況について 

当てはまるものを１つ選び、丸をつけてください。 
① 当該事業に応募した。 
② 応募を検討したが、応募しなかった。 
③ 応募しなかった（検討もしていない）。 
それぞれの理由をご記入ください。 
特に応募した場合や検討した場合は、そのきっかけや経緯についてもあわせてご記入ください。 

 

 

  

最も重要 
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2 SDGs に関する他自治体との連携について 

(８) SDGsに関する取組において、他自治体との連携を実施していますか。 
① 実施している。 
② 実施を検討している。 
③ 実施していない。 
①、②を選択した場合、連携先や具体的な実施/検討内容をご記入ください。 

 

 
(９) SDGsに関する取組において、今後他自治体と連携を検討したい（あるいはすでに連携している） 

テーマはありますか。以下から当てはまるものを全て選び、丸をつけてください。 
① 貧困対策や格差是正に関するテーマ ② 食や農業等に関するテーマ 
③ 高齢者ケアなど福祉に関するテーマ ④ 健康や医療に関するテーマ 
⑤ 教育や生涯学習に関するテーマ ⑥ ジェンダー平等に関するテーマ 
⑦ エネルギー（含 再生可能エネルギー）に関するテーマ ⑧ 雇用や経済、技術に関するテーマ 
⑨ まちづくりや交通等に関するテーマ ⑩ 温暖化対策や自然災害に関するテーマ 
⑪ 自然保護や環境保全に関するテーマ ⑫ 自然体験や環境学習に関するテーマ 
⑬ 外国人との共生に関するテーマ  
⑭ その他（分野横断的なものなど）  

【その他記入欄】 

 
(10) SDGs に関する取組において他自治体と連携する場合、特に連携したい自治体を 3 つまで選び、丸をつけ

てください。 
① 特別区内の別の区 
② 東京都内の特別区以外の市町村 
③ 東京都内の島しょ部 
④ 関東（東京以外）の政令指定都市 
⑤ 関東（東京以外）の中核市以上の市 
⑥ 関東（東京以外）の④、⑤以外の市町村 
⑦ 上記以外の政令指定都市 
⑧ 上記以外の市町村 
⑨ すでに連携や協定締結をしている自治体 
⑩ その他/具体的な対象 
⑪ 連携は考えていない 

  

【その他記入欄】 
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3 SDGs に関する民間等との連携について 

(11) SDGsに関する取組において、民間企業・市民団体等との協働・連携を実施していますか。 
① 実施している。 
② 実施を検討している。 
③ 実施していない。 
①、②を選択した場合、具体的な実施/検討内容、連携先をご記入ください。 

 

 
(12) SDGsに関する取組において、今後民間企業・市民団体等と協働・連携を検討したいテーマはありますか。

当てはまるものを全て選び、丸をつけてください。 
① 貧困対策や格差是正に関するテーマ ② 食や農業等に関するテーマ 
③ 高齢者ケアなど福祉に関するテーマ ④ 健康や医療に関するテーマ 
⑤ 教育や生涯学習に関するテーマ ⑥ ジェンダー平等に関するテーマ 
⑦ エネルギー（含 再生可能エネルギー）に関するテーマ ⑧ 雇用や経済、技術に関するテーマ 
⑨ まちづくりや交通等に関するテーマ ⑩ 温暖化対策や自然災害に関するテーマ 
⑪ 自然保護や環境保全に関するテーマ ⑫ 自然体験や環境学習に関するテーマ 
⑬ 外国人との共生に関するテーマ  
⑭ その他（分野横断的なものなど）  

【その他記入欄】 

 
(13) SDGsに関する取組において民間企業・市民団体等と連携する場合、特に連携したい組織を 3つまで選び、

丸をつけてください。 
① 区内の中小企業 
② 区内の大企業（上場企業等） 
③ 区外の中小企業 
④ 区外の大企業 
⑤ 区内の NPO/NGO 
⑥ 区外の NPO/NGO 
⑦ 町会・自治会 
⑧ 商店街 
⑨ その他/具体的な対象 
⑩ 連携は考えていない 

 
  

【その他記入欄】 
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(14) その他、SDGsの推進に向けて重要と考えるものがあれば、自由にご記入ください。 
  

 
 

 回答者情報  

ご所属（役職）  

よみがな  

お名前 
 

電話番号  

メールアドレス  

 

ご協力ありがとうございました。 
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3.　「SDGs未来都市対象アンケート」　調査票

令和 2年度 特別区長会調査研究機構 SDGs 未来都市調査票
１ SDGs への取組について

（１）SDGs達成に向けた取組の契機は何ですか。当てはまるものを全て選び、数字に丸をつけてください。
① 首長の発案で取組をはじめた（トップダウン）
② 職員等の発案で取組をはじめた（ボトムアップ）
③ 議会での質問、議論等が契機となって取組をはじめた
④ 住民からの要請によって取組をはじめた
⑤ 民間団体（企業、 、市民団体、自治会等）からの要請によって取組をはじめた
⑥ 関係機関（審議会、委員会等）からの提言等によって取組をはじめた
⑦ その他
選択した内容の具体的な説明（補足）を以下にご記入ください。

（２）SDGs未来都市への応募理由や動機について、簡単にご記入ください。

（３）SDGs に関する組織体制（担当部署）について当てはまるものをひとつ選び、数字に○をつけてください。
① を担当する専任部署を設置している
② の担当を兼任する部署を設置している
③ を担当する部署はないが、今後設置を予定している
④ を担当する部署はなく、今後も既存組織体制で担当していく
⑤ に関する体制構築を予定している。
部署名や体制を整備した時期（年月）、部署の役割について以下にご記入ください。
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（４）SDGsに関して部局横断的に推進するための取組について、�
当てはまるものを全て選び、数字に○をつけてください。�

① ���� について部局横断の会議体を設置している。�
② ���� について部局横断で推進チームやプロジェクト実施を行っている。�
③ ���� への理解を深めるため、研修等を行っている�
④ ���� について（部局横断で）有志の勉強会を開催している。�
上で選択した取組の内容（取組名、主体となっている部署、具体的な実施内容）について�
以下にご記入ください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
（５）SDGs達成に向けた取組を進めるなかで得られた副次的効果やメリットは何ですか。�

当てはまるものを全て選び、数字に丸をつけてください。�
① 部局横断的な施策を進めやすい環境になった�
② 施策等が報道に取り上げられることが増えた�
③ 他自治体からの視察が増えた�
④ 他自治体との連携が増えた�
⑤ 民間（企業、�������、市民団体等）との連携が増えた�
⑥ その他�
選択した内容の補足や、⑥その他の内容を以下にご記入ください。�
�
�
�
�
�
�
�

�
� �
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２ 自治体間連携について 

（６）現在、SDGs 達成に向けた取組に関して、他の自治体と連携していますか。
当てはまるものを全て選び、数字に丸をつけてください。

① 達成に向けて他自治体との連携は特に行っていない
② これまで関係のあった近隣（同一ないし隣接した都道府県）の自治体と連携をしている
③ これまで関係のあった遠方（上記②以外）の自治体と連携をしている
④ これまで関係のなかった近隣の自治体と連携をしている
⑤ これまで関係のなかった遠方の自治体と連携をしている
⑥ その他
選択した内容の補足（どのような連携を実施しているか）や、⑥その他の内容を以下にご記入ください。
特に④、⑤を選択した場合は「どのような経緯で連携に至ったか」をご記入ください。

（７） 達成に向けた取組に関して、特別区（東京２３区）と何らかの連携をしたいと考えていますか。
当てはまるものをひとつ選び、数字に丸をつけてください。
① 連携ができるのであれば実施したい
② 特に連携したいとは思わない
③ その他

【その他記入欄】
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（７��）���で①と回答した場合のみお答えください。�
� 以下のどの分野で連携が考えられますか。また、連携に向けた具体的なニーズやシーズがあれば�

自由記述欄にご記入ください�
① 貧困対策や格差是正に関するテーマ� ② 食や農業等に関するテーマ�
③ 高齢者ケアなど福祉に関するテーマ� ④ 健康や医療に関するテーマ�
⑤ 教育や生涯学習に関するテーマ� ⑥ ジェンダー平等に関するテーマ�
⑦ エネルギー（含�再生可能エネルギー）に関するテーマ� ⑧ 雇用や経済、技術に関するテーマ�
⑨ まちづくりや交通等に関するテーマ� ⑩ 温暖化対策や自然災害に関するテーマ�
⑪ 自然保護や環境保全に関するテーマ� ⑫ 自然体験や環境学習に関するテーマ�
⑬ 外国人との共生に関するテーマ� �
⑭ その他（分野横断的なものなど）� �

【その他記入欄】�

�
（���）���で②と回答した場合のみお答えください。�
� 「特に連携したいとは思わない」理由は何ですか。�

当てはまるものを全て選び、数字に丸をつけてください。�
① 自治体間での連携が ���� 達成に寄与するとは思わないため�
② 遠方の自治体と連携しても効果が薄いため�
③ 連携できる相手方の自治体がすぐに見つからないため�
④ 連携を進めるために必要な体制や人員が不足しているため� �
⑤ その他�

【その他記入欄】�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �
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３ 民間との連携について 

（８）SDGs 達成に向けて、民間団体（企業、NPO/NGO、市民団体、自治会等）と連携するための
ネットワークやプラットフォームの構築を行っていますか。
当てはまるものをひとつ選び、数字に丸をつけてください。
① 達成に向けて新たにネットワーク プラットフォームの構築を行い、民間団体と連携を図っ

ている
② 既存のネットワーク プラットフォームを活用して民間団体と連携を図っている
③ 特に民間団体とネットワーク プラットフォームを構築していない
①、②を選択した場合、事業名や事業概要、参加団体数、どのような経緯で連携や構築に至ったかなど
を以下にご記入ください。

（９）上記ネットワーク等構築とは別に、SDGs 達成に向けた取組に関して民間団体（企業、NPO/NGO、市民
団体等）と具体的な連携していますか。当てはまるものを全て選び、数字に丸をつけてください。

① 達成に向けて民間との連携は特に行っていない
② これまで関係のあった区域内の民間団体と連携をしている
③ これまで関係のあった区域外の民間団体と連携をしている
④ これまで関係のなかった区域内の民間団体と連携をしている
⑤ これまで関係のなかった区域外の民間団体と連携をしている
⑥ その他
選択した内容の補足（どのような連携を実施しているか）や、⑥その他の内容を以下にご記入ください。
特に④、⑤を選択した場合は「どのような経緯で連携に至ったか」をご記入ください。
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ご所属（役職） 

よみがな 

お名前 
 
 
 

電話番号 

メールアドレス 

ご協力ありがとうございました。�

�
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4.　テーマ１-第１回研究会　講演・事例発表

「『持続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）』に関して、 
特別区として取り組むべき実行性のある施策について」 

第２回研究会 議事次第 
  
開催日時：令和２（2020）年７月 31日（金） 14：00～17：00 
開催場所：東京区政会館 3階 35教室 
 

時間 プログラム（敬称略） 

14:00～14:05 

開会挨拶および趣旨説明  
特別区長会調査研究機構 顧問 
京都大学こころの未来研究センター教授 広井

ひ ろ い
 良

よし
典
のり

 
 

14:05～14:50 

事例１：世田谷区と川場村のエネルギーに関する連携について  

世田谷区環境政策部エネルギー施策推進課長 池田
い け だ

 あゆみ 

世田谷区政策経営部政策研究担当課 政策研究担当係長 宮本
みやもと

 千
ち
穂
ほ

 

川場村役場むらづくり振興課長 戸部
と べ

 正紀
まさのり

 

みんな電力株式会社 専務取締役 三宅
み や け

 成也
せ い や

 
 

14:50～15:20  

事例２：杉並区と南伊豆町の福祉に関する連携について 

杉並区保健福祉部高齢者施設課 施設整備推進担当係長 香村
こうむら

 俊彦
としひこ

 

南伊豆町企画課地方創生室 主幹 山口
やまぐち

 一
かず
実
み

 
 

15:20～15:30 休憩 

15:30～16:15 

パネルディスカッション 
【登壇者】 
世田谷区環境政策部エネルギー施策推進課長 池田 あゆみ 
世田谷区政策経営部政策研究担当課 政策研究担当係長 宮本 千穂 
川場村役場むらづくり振興課長 戸部 正紀 
みんな電力株式会社 取締役 三宅 成也 
杉並区保健福祉部高齢者施設課 施設整備推進担当係長 香村 俊彦 
南伊豆町企画課地方創生室 主幹 山口 一実 
【進行】 特別区長会調査研究機構 顧問 広井良典 
 

16:15～16:55 
研究メンバー トークセッション 
【ファシリテーター】 ダイナックス都市環境研究所 杉村郁雄 
 

16:55～17:00 閉会 
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出席者一覧（敬称略） 

【登壇者】 

世田谷区環境政策部エネルギー施策推進課長 池田
い け だ

 あゆみ 

世田谷区政策経営部政策研究担当課 政策研究担当係長 宮本
みやもと

 千
ち
穂
ほ

 

川場村役場むらづくり振興課長 戸部
と べ

 正紀
まさのり

 

みんな電力株式会社 専務取締役 三宅
み や け

 成也
せ い や

 

杉並区保健福祉部高齢者施設課 施設整備推進担当係長 香村
こうむら

 俊彦
としひこ

 

南伊豆町企画課地方創生室 山口
やまぐち

 一
かず
実
み

 

 
【オブザーバー】 

杉並区保健福祉部高齢者施設課主任 藤﨑 浩二 

 
【研究会】 

特別区長会調査研究機構 顧問/京都大学こころの未来研究センター 教授 広井 良典 

荒川区 環境清掃部環境課環境計画係長 村木 一貴 

環境清掃部環境課環境推進係主任 橋立 美奈 

自治総合研究所 齋藤 昭人 

世田谷区 政策経営部政策研究担当課 政策研究担当係長 宮本 千穂 

政策経営部政策企画課主任 千葉崎 睦 

政策経営部政策企画課 島 久美子 

板橋区 産業経済部産業振興課課長補佐 遠藤 剛 

資源環境部環境政策課課長補佐 大波 広仁 

資源環境部環境政策課副係長 室本 晃史 

政策経営部政策企画課主査 鈴木 豪 

政策経営部政策企画課主任 阿瀬見 有貴 

葛飾区 政策経営部政策企画課主任 松丸 裕 

環境部環境課環境計画係 馬場 美早紀 
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地域の価値を高める
トレーサブルな再エネ電力の供給

ブロックチェーン×電力による顔の見える経済圏

みんな電力株式会社
2020年7月29日

SDGs研究会
「みんな電力」日本で唯一、生産者の「顔がみえる」電力小売りサービス

コンセントの向こうは「顔のみえる生産者」！

電気を通じて生産者と繋がる嬉しさ

みんな電力の3つの特徴（他社との差別化ポイント）

顔の見える電力 再エネ100%電力
独自クラウドで

電力オペレーション
を効率化

世界初の商用化！
ブロックチェーンによる
電力トレーサビリティ

地球温暖化防止に向けた
再エネ企業連合の形成

ただし価格競争はしない！

電気で地方と都市などが繋がる 国際的な推奨基準に合致

一般家庭ユーザーの優先ターゲットは「こだわり層」

みんな電力のメインターゲットは、“こだわり層”の顧客であり、ほかの多くの新電力が狙
う“価格追求層”とは異なる

生産者と繋がる→顔が見える経済圏の構築

海上風況を利用する
洋上風力発電

津波被害を受けた農地を
復興する太陽光発電事業

豊富な水源を活用した
地域水力発電

※電源調達は各電源所有者との協議によります

応援価値のある再エネ電源

電源所有者との直接契約
（電源優先条件の設定）

ブロックチェーンによる
由来証明付き電気の供給

単なる再エネ電力調達でなく
生産者との繋がりが価値に
「顔が見える経済圏」

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

再エネ100％マーケットプレイス ENECT RE100プール

ENECTパワープール

再エネ発電事業者
（FIT/非FIT）

FIT切れ住宅太陽光
プロシューマー

EV所有者（今後）
卸電力取引市場
（JEPX）

再エネ比率を高めたい
新電力

RE100系企業

環境重視の自治体

ENECTION
ブロックチェーンP2P電力取引システム

再エネ電源を集約し需給調整するプール
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ソーシャル・エネルギー・カンパニー

ENECT RE100プランの仕組み

生産者 卸 小売 消費者

再エネ電源からの調達契約
（特定卸供給契約）

ユーザーの支払った電気料金が選んだ発電所に届くしくみ
↓

再エネ電源やその生産者、地域への貢献ができる“一歩進んだ再エネ購入”

みんな電力 RE100企業

再エネ指定の供給契約

非化石証書
（由来付き）

再エネ電源
（FIT、非FIT）

ENECTION
ブロックチェーンP2P電力取引システム

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

電気をトラッキングするという意味

電気の「トラッキング」とは？

払った電気料金がどこに行くか、を明確にすること

需要家の選択により、価値ある電源が増える

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

再エネ100％プランの類型

A B C D

電
源
構
成

証
書

太陽光・風力など
非FIT

再エネ100％
（新規・卒）

太陽光・風力など
FIT100％

大型水力など
既存再エネ100％

低コストな電源
（非再エネ）

無し
（今後は非化石証書付与）

非化石証書
（トラッキング付き）

無し
（今後は非化石証書付与）

非化石証書
グリーン電力証書
Jクレジット

＋ ＋ ＋ ＋

電源指定
トレーサビリティあり

電源指定
トレーサビリティあり

みんな電力が提供する再エネ100％プラン

再エネ電源が増える
（ただし現状ではやや高い）

再エネ電源が増える
（日本では現実的）
※実質再エネ100% ※CO2ゼロプラン等

再エネ電源を増やすことに貢献しない
（追加性がない）

電気代を通じて、再エネ普及拡大に資する「追加性」のある再エネ電力をご提供します

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

みんな電力の
RE100プラン

（2019年度計画）

電源構成は再エネ電源100%
FIT電気については

証書によりCO2排出量ゼロ

＋
証書

（非化石証書、J
クレジット、グリ
ーン電力証書な

ど）

FIT電気分を
非化石証書
等によりオ
フセット

排出係数：0.000kg-CO2/kWh

FIT電気、非FIT風力
100％※3

他社の一般的な再エネ100％
（CO2フリー）メニュー

電源構成は火力中心
証書により“実質的に”

CO2排出量ゼロとして供給

（日本全体の2016年電源構成）

石炭等の排出
量を非化石証
書等によりオ
フセット

＋
証書

（非化石証書、J
クレジット、グリ
ーン電力証書な

ど）

みんな電力の電気と他社の電気の比較

排出係数：0.000kg-CO2/kWh

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

電力の選択による企業価値の創造

株主 顧客 社員 地域 ガバメント

電力選択で変わるステークホルダとの関係性

CDP高評価による
ESG銘柄化

サステナブル
ブランディング

SDGS
企業文化の構築

地域経済循環
による振興

CO2排出量低減
高評価達成

ステークホルダーを巻き込み、企業価値を向上

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

みんな電力の提供する「ENECT RE100 Value」

ESGブランド
バリュー

リクルーティング
バリュー

コミュニティ
バリュー

地域創生
バリュー

メディア
バリュー

プラン二ング
バリュー

企業イメージの向上による
B2Cマーケティング、IR価
値の向上

サステナブル意識の高い学
生とのマッチングサービス

電力ユーザー、発電者間ネ
ットワークの場を提供
（ENECT RE100クラブ）

購入先の電源産地とのつな
がりを通じた社会的貢献の
構築支援

テレビ、ラジオ、などメデ
ィア媒体と連携した企業PR
の支援

RE100の実現に向けたコン
サルティング

“再エネ電力の供給”に留まらない、６つのREバリューを提供します。

１

2
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ソーシャル・エネルギー・カンパニー

広がる地域間連携 青森県横浜町 ⇔ 神奈川県横浜市

横浜産の電気
（特定卸供給）

よこはま風力発電株式会社（32.2MW）
（日立サステナブルエナジー、横浜町合弁会社）

自治体間
連携協定

東北の豊富な
再エネ電源

横浜市の
需要家

電気を通じた
地域間の交流

電気代

地域の産品PR
人の交流など

その他、複数の在横浜企業
が参加予定

FIT特定卸＋
非化石証書を推奨

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

日本における再エネ利用ニーズの高まり

ESG、SDGsの流れを受けて、再エネ電力を選択する動きが急速に拡大している

日本でのRE100加盟企業は24社に

東京都庁舎が再エネ100%に

東北から横浜市内に再エネ供給を開始

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

丸井グループ「一歩進んだRE100の取り組みで」企業価値を高める

”一歩進んだ再生可能エネルギー
への取り組み”を検討

共創経営を掲げる丸井グループが
お客様、社員、取引先とともに

電気から始まる「サステナブル経済圏」
を創造していく取り組み

CDP気候変動で最高評価を獲得！

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

BEMS様 電気を通じた福島復興支援

福島県復興を支援する同社は、南相馬市にある太陽光発電所の電力利用をニュースリリ
ースし、メディアにも取り上げられている

ビーム スジャパン店舗（新宿）福島県 南相馬 みさき発電所

トラッキング結果

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

日清食品HD様 サーキュラー・エコノミー

廃プラスチック問題への対策の一貫としてごみ発電所の電気を当社より購入（サーマル
リサイクル）。

ソーシャル・エネルギー・カンパニー

おかげ横丁様 伊勢の歴史ある街も地域の再エネで稼働
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61 35 0 4

70 30 0 0

48 35 13 4

48 13 4 35

92 4 0 4
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5.　テーマ２-第１回研究会　講演・事例発表

「『持続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）』に関して、
特別区として取り組むべき実行性のある施策について」

第５回研究会 議事次第

開催日時：令和２（2020）年 11 月 5 日（木） 14：00～16：30
開催場所：東京区政会館 3 階 35 教室

時間 プログラム（敬称略）

14:00～14:05

開会挨拶および趣旨説明

研究会リーダー 特別区長会調査研究機構 顧問
京都大学こころの未来研究センター教授

広井 良典

14:05～14:35

事例１：文京区における「子ども宅食プロジェクト」
【事例報告】

【ディスカッション】
広井リーダー進行による質疑

文京区子ども家庭部子育て支援課長 鈴木 裕佳

14:35～14:55 

事例２：豊島区の SDGs 未来都市計画と民間との連携
【事例報告】

豊島区政策経営部 未来都市調整担当課長 山野邊
や ま の べ

暢
とおる

14:55～15:15 

事例３：東京 R 不動産の「ニューニュータウン西尾久」

【事例報告】

東京 不動産 マネージャー 千葉 敬介

15:15～15:25 休憩

15:25～16:05

パネルディスカッション
【登壇者】
豊島区政策経営部 未来都市調整担当課長 山野邊 暢
東京 不動産 マネージャー 千葉 敬介
【コーディネーター】 特別区長会調査研究機構 顧問 広井良典

16:05～
研究メンバー トークセッション
【ファシリテーター】 ダイナックス都市環境研究所 杉村郁雄

16:30 頃 閉会
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出席者一覧（敬称略）�

【登壇者】�

文京区子ども家庭部子育て支援課長� � 鈴木� 裕佳�

豊島区政策経営部 ����未来都市調整担当課長� 山野邊� 暢�
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「持続可能な開発のための目標（SDGs）」に関して、
特別区として取り組むべき実行性のある施策について 荒川区

自尊感情とレジリエンスの向上に着目した、育児期女性に対する
支援体制構築に向けての基礎研究 板橋区

大局的に見た特別区の将来像 江戸川区

特別区における小地域人口・世帯分析及び壮年期単身者の現状と課題 基礎調査

特別区における職場学習の現状と効果的な学習支援のあり方 千代田区

特別区におけるごみ減量に向けた取り組みの推進と
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特別区が行うソーシャルビジネスの活動支援策
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